































































また，参考として男性 2 名，出産経験者 1 名にも話をうかがった．
　本論の構成は 5 章からなる．まず，1 章において女性の健康状態，月経状態について主に公的デー
タを用いて一般的な状況を確認したうえで，2 章にてインタビュー調査方法，対象者のプロフィー
























の生活を送ることができるのは 3 分の 1 のみで，それ以外の者には日常生活になんらかの障害が
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